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１． はじめに 

静岡県清水町の湧水を水源とする柿田川は、狩野川

に合流するまで流呈 1.2km という短距離河川でありな

がら、その形成以降の歴史が長い故にミシマバイカモ

など固有の生物種を有し保ってきた特殊な河川環境と

して、そのほぼ全域が国指定の天然記念物（地質鉱物）

に指定されている。その柿田川に、2003 年（平成 15

年）頃に特定外来生物に指定されているオオカワヂシ

ャなどが確認されるようになり、これまで永らく保た

れてきた群集構成が損なわれる懸念が生じる状況とな

った。 

これに対応するため、「柿田川自然再生計画」が 2012

年（平成 24 年）3月に策定され、外来種の駆除や河道

掘削等が行われてきたが、令和 3 年 3 月に計画改定さ

れ、在来種再生工等が追加された。 

 

２． オオカワヂシャの繁茂状況と駆除の効果 

当研究所では、2012 年から継続して柿田川に生育す

る主たる水生植物複数種の分布状態を継続的に確認し

ている。 

その内、外来種であるオオカワヂシャは、調査開始

段階では、柿田川全域の約 45％に生育、高密度域（ブ

ロン・ブランケの群度 3～5 に相当）が河床全域の約

30％を占めていた。しかしそれ以降、全体の生育面積

は大きく変動していないものの、高密度域は減少して

いる（図－１、図－２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外来種の駆除は、長年、地元環境保全団体が主導す

るボランティア活動を中心に行われており、この効果

が大きいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ オオカワヂシャの分布状況の比較 

３． 在来種再生のための現地試験 

オオカワヂシャ侵入前の柿田川には、下流ではコカ

ナダモが優占するものの上中流域ではミシマバイカモ

やナガエミクリが多く分布していた。しかし、オオカ

ワヂシャが侵入し、広域に分布するようになった 2012

年には柿田川全域の河床面積の約 45％、コカナダモも

含めた外来種 2 種で約 53％を占めるまでに至り、ミシ

マバイカモ等の在来種は分布域を大幅に減じていた。 

外来種駆除開始時、オオカワヂシャ駆除後の裸地化

した河床には、以前のようにミシマバイカモやナガエ

ミクリを主とした在来種が優占すると考えられていた

が、実際には、在来種は緩やかに定着、分布拡大する

に留まり、再びオオカワヂシャが繁茂する状況も、毎

年の水生植物生育調査により確認されるようになった。

図－３に、ミシマバイカモの 2012 年（平成 24 年）以

降の河床占有率の経年変化を示す。 

図－１ オオカワヂシャの生育面積の経年変化 

凡例：■ 密度(高)、■ 密度(低)

※ 密度の高低は､詳細分布調査の群度(ﾌﾞﾛﾝ･ﾌﾞﾗﾝｹ)評価結果を元に､

　 群度１～２を(低)に､群度３～５を(高)に区分､整理した｡

凡例：■ 密度(高)、■ 密度(低)

※ 密度の高低は､詳細分布調査の群度(ﾌﾞﾛﾝ･ﾌﾞﾗﾝｹ)評価結果を元に､

　 群度１～２を(低)に､群度３～５を(高)に区分､整理した｡
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図－３ ミシマバイカモの河床占有率の経年変化 

この状況を打開するためには、駆除だけでなく、在

来種の再生にも人為的な補助が必要と考えられた。こ

のため、令和元年度からは、「駆除後の裸地化した河床

にミシマバイカモやナガエミクリを配置し、在来種の

再生を支援する」こととし「専門的知識を有しない一

般の人でも、安全にかつ効果的に」実施できる手法を

確立するため、在来種の配置試験を行うことにした。 

令和 4年度のミシマバイカモ試験では、過年度得ら

れた知見を基に、ミシマバイカモを河床に配置する作

業手順マニュアル案を改良点も加えながら作成し、非

専門者による配置作業を実践的に確認し、作業可能で

あることが確認できた（図－４）。ただし、メンテナン

ス情報等も補足する必要があることも確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 非専門業者によるミシマバイカモ供試体の河

床への配置作業 

 

ナガエミクリ試験では配置箇所の河床環境（粒度や

堆積状況）などの適性を探るため、踏査により 3 箇所

を選定し（図－５）、供試体を河床に配置、生育状況を

確認した（図－６）。その結果、過年度結果に比較して

若干生残成績が良い程度で、大きな違いが認められな

かったことから、河床環境適性もさることながら、対

象種ナガエミクリの供試する形態に検討の余地が残さ

れている可能性が考えられた。即ち、今年度も含めた

過年度の試験では、地下茎で繋がったナガエミクリを

１本分離し試験に供してきたが、地下茎で繋がったま

ま試験に供し検討する必要性があると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－５ ナガエミクリの試験箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ ナガエミクリ供試体の河床配置状況 

 

４．おわりに 

柿田川自然再生計画では策定時から、「自然再生事業

終了後は、自治体等が主体となって、将来にわたり再

生活動を継続する」計画となっているため、早期に自

治体等が実施主体となっても持続可能な、安全で効果

的な方策を見出すことが求められている。 

在来種再生の取組みは今後も検証を重ねながら、実

効性の高い手法を見出し提案することで、「湧水起源の

清らかな流れと河畔林に覆われ、ミシマバイカモをは

じめとした類い希で貴重な水草に覆われた柿田川の姿

を、後世にわたって引き継いてゆく」という目標の達

成に寄与したいと考えている。 
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